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1. 学校長名等一覧                  指導部：指導課  

学 校 名 校 長 名 教頭（副校長）名 
所 在 地 電 話 番 号 

幼 稚 園 名 園 長 名 副 園 長 名 

普 天 間 小 学 校  島袋 孝治 長浜 朝子 普天間 1-10-1 892-3359 

普 天 間 幼 稚 園  〃 角本 伸枝 〃 892-2665 

普天間第二小学校 多和田 一美 米須 清博 新城 2-8-19 892-2424 

普天間第二幼稚園 〃 山口 ルミ 〃 892-4430 

大 山 小 学 校 比嘉 秀次 宮野 俊介 大山 5-16-1 897-2174 

大 謝 名 小 学 校  玉寄 誠 與儀 好人 大謝名 5-12-1 897-2100 

大 謝 名 幼 稚 園  〃 大広 貴子 〃 897-4154 

嘉 数 小 学 校 玉城 有 
山城 一也 

真栄原 1-13-1 898-2630 
下地 直樹 

嘉 数 幼 稚 園 〃 仲本 りち 〃 898-6243 

志 真 志 小 学 校  田中 志郎 東風平 こずえ 宜野湾 3-5-1 892-1502 

志 真 志 幼 稚 園  〃 知花 恭子 〃 892-1501 

宜 野 湾 小 学 校  兼城 勲 友利 孝子 神山 1-1-1 892-3006 

宜 野 湾 幼 稚 園 〃 𤘩宮城 亜希子 〃 892-5263 

長 田 小 学 校 照屋 文宏 佐久間 かおり 長田 3-19-1 892-1177 

長 田 幼 稚 園 〃 高原 真紀乃 〃 892-2411 

はごろも小学校 天願 直光 玉里 真紀 大山 6-23-1 942-2040 

はごろも幼稚園 〃 仲松 由喜子 〃 942-2050 

普 天 間 中 学 校 由 博文 門口 安光 新城 2-41-1 892-3328 

真 志 喜 中 学 校 佐伯 進 

喜友名 朝和 

（副校長） 真志喜 3-19-1 897-3651 

西 康勝 

嘉 数 中 学 校 仲程 正 當眞 準 字我如古 423 898-2642 

宜 野 湾 中 学 校 宮里 里加子 新垣 元子 赤道 1-15-1 893-1397 
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2. 学校医・学校歯科医・学校薬剤師一覧                指導部：学務課  
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3. 宜野湾市教育支援委員会委員                            指導部：指導課  
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4. 宜野湾市学校給食センター運営委員会委員       指導部：学校給食センター 

委嘱又は任命期間 令和７年８月１日から令和８年７月 31 日まで 

 

 

5. 宜野湾市立中央公民館運営審議会委員          教育部：生涯学習課  

 氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 任 期 

1 背戸 博史 
琉球大学 研究共創機構 地域連携推進

室 教授 
学識経験者 R6.6.1～R8.5.31 

2 仲程 正 
嘉数中学校 校長 

（宜野湾市校務研究会） 
学校教育関係者 R7.7.10～R8.5.31 

3 多和田 一美 
普天間第二小学校 校長 

（宜野湾市校務研究会） 
学校教育関係者 R6.6.1～R8.5.31 

4 儀保 理奈 
宜野湾市 PTA連合会  

母親委員会 委員長 
家庭教育関係者 R7.7.10～R8.5.31 

5 知名 朝弥 宜野湾市青年連合会 顧問 社会教育関係者 R6.6.1～R8.5.31 

6 新垣 隆 宜野湾市普天間１区自治会 会長 社会教育関係者 R6.6.1～R8.5.31 

7 上原 佑太 
宜野湾市商工会青年部 

部長 
社会教育関係者 R6.6.1～R8.5.31 

8 譜久村 智 
宜野湾市立中央公民館 

サークル連絡協議会 書記 
社会教育関係者 R7.7.10～R8.5.31 

 

 

 

 氏   名 役 職 名 等 選任区分 委嘱年度 

1 島袋 孝治 宜野湾市立普天間小学校 校長 第 1 号委員 新任 

2 田中 志郎 宜野湾市立志真志小学校 校長 第 1 号委員 新任 

3 玉城 有 宜野湾市立嘉数小学校 校長 第 1 号委員 新任 

4 天願 直光 宜野湾市立はごろも小学校 校長 第 1 号委員 令和６年 

5 由 博文 宜野湾市立普天間中学校 校長 第 1 号委員 新任 

6 仲程 正 宜野湾市立嘉数中学校 校長 第 1 号委員 令和６年 

7 内間 裕司 宜野湾市立普天間第二小学校 ＰＴＡ会長 第 2 号委員 新任 

8 諸見里 裕 宜野湾市立大山小学校 ＰＴＡ会長 第 2 号委員 令和６年 

9 宮國 剛 宜野湾市立大謝名小学校 ＰＴＡ会長 第 2 号委員 新任 

10 知念 英光 宜野湾市立宜野湾小学校 ＰＴＡ会長 第 2 号委員 新任 

11 山城 琴穂 宜野湾市立長田小学校 ＰＴＡ会長 第 2 号委員 令和６年 

12 渡慶次 正英 宜野湾市立真志喜中学校 ＰＴＡ会長   第 2 号委員 新任 

13 新屋 心貴 宜野湾市立宜野湾中学校 ＰＴＡ会長  第 2 号委員 令和６年 

14 呉屋 未采希 宜野湾学校給食センター 栄養教諭 第 3 号委員 令和６年 

15 仲松 可奈子 はごろも学校給食センター 栄養教諭 第 3 号委員 新任 

16 津島 美智子 宜野湾市教育委員会 指導部次長 第 4 号委員 令和６年  

17 石川 正信 元学校 校長 第 5 号委員 新任 

18 玉寄 誠 宜野湾市ＰＴＡ連合会 副会長 第 6 号委員 新任 

19 松本 勝利 宜野湾市会計管理者 第 6 号委員 令和７年 
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6. 宜野湾市社会教育委員                              教育部：生涯学習課  

 

 

7. 宜野湾市民図書館協議会委員                          教育部：市民図書館  

委嘱期間 令和６年８月１日から令和８年７月 31 日まで 
 氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 委嘱(任命)年度 

1 望月 道浩 琉球大学教育学部 教授 学識経験者 平成 28 年 

2 名城 邦孝 沖縄国際大学 准教授 学識経験者 令和４年 

3 山内 淳子 沖縄子どもの本研究会 副会長 家庭教育関係 令和２年 

4 勝連 文緒 全国自立生活センター協議会 常任委員 家庭教育関係 令和６年 

5 新垣 真弓 市ＰＴＡ連合会 事務局長 社会教育関係 令和４年 

6 佐久原 昇 生涯学習課 課長 社会教育関係 令和４年 

7 平敷 兼哉 市立博物館 館長 社会教育関係 令和６年 

8 天願 直光 はごろも小学校 校長 学校教育関係 令和６年 

9 仲程 正 嘉数中学校 校長 学校教育関係 令和６年 

10 比嘉 明美 宜野湾市司書研究会 代表 （嘉数小学校） 学校教育関係 令和６年 

 

 

8. 宜野湾市文化財保護審議会委員                           教育部：文化課  

委嘱期間 令和６年６月１日から令和８年５月 31 日まで 

  氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 

1 赤嶺 政信 琉球大学 名誉教授 学識経験者 民俗学 

2 麻生 伸一 琉球大学 教授 学識経験者 歴史学 

3 後藤 雅彦 琉球大学 教授 学識経験者 考古学 

4 崎浜 靖 沖縄国際大学 教授 学識経験者 地理学 

5 高江洲 敦子 沖縄国際大学 非常勤講師 学識経験者 民俗学 

6 波平 エリ子 沖縄国際大学 非常勤講師 学識経験者 民俗学 

7 濱口 寿夫 中城村護佐丸歴史資料図書館 館長 学識経験者 生物学 

8 比嘉 悦子 民族音楽研究家 学識経験者 民族音楽 

9 宮城 弘樹 沖縄国際大学 教授 学識経験者 考古学 

 氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 任 期 

1 大城 英哲 元小学校 校長 学識経験者 R6.8.1～R8.7.31 

2 比嘉 絹江 元中学校 教頭 学識経験者 R6.8.1～R8.7.31 

3 新垣 真弓 
地域学校協働活動推進事業  

地域コーディネーター 
社会教育関係者 R6.8.1～R8.7.31 

4 盛長 健 ぎのわん地域づくり塾１期生 社会教育関係者 R6.8.1～R8.7.31 

5 岸本 恒子 宜野湾市女性連合会副会長 社会教育関係者 R6.8.1～R8.7.31 

6 豊見山 智 宜野湾市ＰＴＡ連合会 副会長 家庭教育関係者 R6.8.1～R8.7.31 

7 比嘉 秀次 大山小学校校長 学校教育関係者 R7.6.1～R8.7.31 

8 新垣 隆 普天間 1 区自治会長 社会教育関係者 R6.8.1～R8.7.31 
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9. 宜野湾市立博物館協議会委員                 教育部：市立博物館  

委嘱期間 令和６年６月１日から令和８年５月 31 日まで 
 氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 

1 兼城 勲 宜野湾市立宜野湾小学校 校長 学校教育関係者 

2 宮里 里加子 宜野湾市立宜野湾中学校 校長 学校教育関係者 

3 前田 真之 宜野湾市立博物館友の会 会長 社会教育関係者 

4 岸本 恒子 宜野湾市女性連合会 副会長 家庭教育関係者 

5 名城 清 真志喜区自治会 会長 社会教育関係者 

6 波平 エリ子 沖縄国際大学 非常勤講師 学識経験者（民俗学） 

7 後藤 雅彦 琉球大学 教授 学識経験者（考古学） 

8 宇佐美 賢 沖縄県立博物館・美術館 博物館班長 学識経験者（地 学） 

9 麻生 伸一 琉球大学 教授 学識経験者（歴史学） 

10 佐々木 健志 琉球大学博物館（風樹館） 元助教 学識経験者（生物学） 

 

10. 宜野湾市史編集委員会委員        教育部：市立博物館  

委嘱期間 令和７年１月１日から令和８年 12 月 31 日まで 

 

11. 宜野湾市いじめ問題専門委員会委員            指導部：指導課  

委嘱期間 令和６年９月１日から令和８年６月 30 日まで 

  氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 

1 田場 あゆみ 
琉球大学教育学部（学校教育専攻教育実践学専修） 

地域競争研究科（臨床心理プログラム） 臨床心理士 
臨床心理士（個人） 

2 白尾 裕志 
琉球大学大学院教育学研究科 

高度教職実践専攻（教職大学院）教職実践講座 教授 
学識経験者（個人） 

3 冨名腰 義裕 
特定非営利活動法人うてぃーらみやにぬふぁ保育園 

小児科医 
医師（個人） 

4 島田 考人 島田綜合法律事務所 弁護士 弁護士（個人） 

5 知念 克治 元小学校 校長 
その他教育委員会が 

必要と認める者 

 

 

 

  氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 

1 江上 幹幸 沖縄国際大学 元教授 学識経験者（考古・人類学） 

2 崎浜 靖 沖縄国際大学 教授 学識経験者（地理学） 

3 藤波 潔 沖縄国際大学 教授 学識経験者（戦後史） 

4 波平 エリ子 沖縄国際大学 非常勤講師 学識経験者（民俗学） 

5 松川 章 浦添市教育委員会文化財課 元課長 学識経験者（郷土史・文化財） 

6 秋山 道宏 沖縄国際大学 准教授 学識経験者（沖縄戦・戦後史） 

7 髙江洲 敦子 沖縄国際大学 非常勤講師 学識経験者（民俗学） 

8 萩尾 俊章 沖縄民俗学会 会長 学識経験者（民俗学） 

9 前田 勇樹 琉球大学附属図書館 職員 学識経験者（近現代史） 

10 山田 浩世 沖縄県立芸術大学 准教授 学識経験者（前近代史） 
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12. はごろも学習センター運営委員会委員      指導部：はごろも学習センター 

委嘱期間 令和６年７月１日から令和８年６月 30 日まで 

  氏  名 役  職  名  等 選 任 区 分 

1 桃原 忍子 宜野湾市教育委員会教育部 元次長 

教育委員会が 

適当と認める者 

2 山城 亨 大山小学校 前校長 学識経験者 

3 新垣 真弓 宜野湾市 PTA 連合会 事務局長 

教育委員会が 

適当と認める者 

4 仲村 和也 宜野湾市青少年健全育成協議会 総務部長 

教育委員会が 

適当と認める者 

5 比嘉 秀次 宜野湾市立大山小学校 校長 学識経験者 

6 宮里 里加子 宜野湾市立宜野湾中学校 校長 学識経験者 

 

 



- 119 - 

 

13. 第二次宜野湾市教育大綱（令和３年８月策定）  

 
１．大綱策定の趣旨    

 
市長と教育委員会が連携強化を図り、教育施策を一体的に推進するため、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に基づき、宜野湾市の教育、文化の振興に

関する総合的な施策の目標や施策の根本となる方針を定めます。また、国際社会全体の開

発目標であるＳＤＧｓの目標達成に向けた取り組みを推進します。 

 
２．大綱の対象期間  

本大綱の対象期間は、令和３年度から令和７年度までとします。 

 
３．宜野湾市教育の基本理念・基本方向 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

基本理念 ～学び合い、未来を切り拓く人材の育成～ 

 

（１） 生きる力を育む“ひとづくり” 

   社会で自立して生きていくための「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の３

つをバランスよく身に付けるとともに、広く世界に目を向け、夢や希望に向かって

行動することのできる生きる力の育成を目指します。 

 

（２） 学校に関わる人たちが活動をとおしてつながる“学校づくり” 

   保護者や地域の大人たちが、子どもたちの成長に関わりながら自らの学びや生き

がいづくりにつなげていきます。また、教職員が教育の専門家として成長できるよ

う支援し、学校に関わる人たちが交流や活動をとおして、連携・協力し地域に開か

れた魅力ある学校づくりを目指します。 

   

（３） 地域が学びをとおしてつながる“まちづくり” 

    市民一人一人が豊かな学びと人間性を培えるよう学習環境を整え、その成果を

地域に還元できるよう、多様な社会参加の場を提供するコーディネート機能の充

実を図り、すべての世代がつながりと学びを深め、地域を育み、未来へつながるま

ちづくりを目指します。 

 

 

基本方向 

学び合い、未来を切り拓く人材の育成 
 

基本理念 
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４．基本方針 

宜野湾市では、夢や希望がもてる活気あるまち、そこに住み続けたいと感じることので

きるまちにしていくには、宜野湾市を支える子どもたちへの教育こそが未来への礎を築く

ことであると考えます。 

本大綱では、市全体で学び合う風土をつくりあげ未来を担う子どもたちを育成するため、

令和３年度から令和７年度までに取り組むべき教育の根本的な方針を示します。    

 

Ⅰ 未来を担う子どもたちを強くたくましく育成する 

 

 

 

○社会的自立の素地となる基礎学力の定着と、学んだ知識や技能を活用して課題を解決す

るために必要な思考力、判断力、表現力等を育みます。 

○学ぶことの意義と喜びを感じ主体的に学習に取り組む態度を養います。 

○自らの将来について夢や希望をもち、自立的で自分らしい生き方を実現できるようキャ

リア教育を推進します。 

 

 

 

 

○人とのつながりを大切にするとともに、他人の考え方や価値観を尊重する心、思いや

りやいたわりの心、すべての命を尊重する心を育みます。 

○体験活動や読書活動をとおして、豊かな感性を育みます。 

 

 

 

○子どもたちが、体力向上や健康づくりに自ら意欲的に取り組む態度を養い、健やかで、

たくましく生きる力を育みます。 

○健康教育、食育の充実により、現代的な健康課題等に対応するとともに、家庭と地域が

連携して基本的な生活習慣の確立を図ります。 

 

 

 

 

（１）確かな学力と社会で自立して生きていく力、全ての子どもが将来

への夢や希望をもって歩んでいく姿勢を育みます。 
 

（２）他者を思いやる心、豊かな感性、すべての命を尊重して行動する

力など、豊かな人間性や高い道徳性を育みます。 
 

（３）生涯にわたってたくましく生きるための健やかな体を育成します。 
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○宜野湾市の歴史や文化に対する理解を深めながら広く世界に目を向け、諸外国の歴史や

文化を理解し、多様性を認める柔軟さを育みます。 

○語学力を身に付け、外国の人と積極的にコミュニケーションを図ったり、自らの考えを

発信したり、バランスのとれた国際感覚を養っていきます。 

 

 

Ⅱ 子どもたちを市民総ぐるみで育成する環境をつくる 
 

 

  

○人材育成の基盤である義務教育について教育の機会均等と水準確保を図るため、少人数

学級を推進します。 

○特別な支援を必要とする子どもへの発達段階に応じた教育、学習が遅れがちな子どもへ

の学習支援など、よりきめ細かな指導・支援体制を整えます。 

○情報化、国際化など社会状況の変化に応じた効果的な教育活動が行えるよう教育環境を

整えます。 

○教育の専門機関である近隣大学との連携・協力体制の充実を図り、学習支援やグローバ

ル人材の育成、教職員の研究活動の支援などをとおして宜野湾市の特色ある教育を推進

していきます。 

○教職員が子どもとしっかり向き合う時間を確保できる教育環境を整えるとともに、実践

的指導力向上に向けた研修、研究活動の充実を図ります。また、自ら学び続ける教職員

を支援します。 

○学校施設は子どもたちの学習、生活の場であるとともに、災害発生時には地域住民の避

難場所ともなることから、学校施設の耐震化、老朽化対策を推進し、安全・安心な教育環

境を確保していきます。 

  

 

 

 

 

（４）伝統と文化を尊重し、それらを育んできた郷土に誇りと愛着をも

つとともに、国際感覚と多様性を受け入れる力を育みます。 

 

 
 

（１）子どもたちの豊かな学びを支える教育環境づくりを推進します。 
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○学校や自治会を地域コミュニティの拠点として位置付け、保護者や地域の人々、さらに

ＮＰＯ・企業・大学なども含めた多様なバックグラウンドを有する人たちとの協働を促

進し、学校教育だけでは培うことが難しい“社会を生き抜く力”や地域の担い手を育成

する教育環境づくりを推進します。 

○課題を抱えた子どもたちを支援するためスクールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーの配置充実を図ります。 

○子どもの貧困対策など多様な支援が必要な子どもたちに対して、福祉関係機関、地域コ

ミュニティ組織など関係する機関が連携・協力して、それぞれの子どもや家庭に寄り添

った切れ目のない支援を構築していきます。 

○家庭教育の担い手である親の学ぶ機会の提供や子育て支援、ワーク・ライフ・バランス

を図る取組等への協力などにより、子どもから大人までの生活習慣づくりを推進し、教

育の原点である家庭教育への支援体制強化に向けた取組を促進します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域ぐるみで子どもの成長を支える環境づくりを推進します。 
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５．基本目標   ～教育施策を着実に推進していきます～ 

 
基本方針を踏まえ、関係部署が連携を図りながら教育施策に取り組んでいきます。具体的

な取組は「第二次宜野湾市教育振興基本計画」に示した７つの基本目標に基づき推進してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

基礎・基本の定着と問題解決的な学習を推進し主体的に学習する態度を育みます。 

また、自立して将来の夢に向かって取り組めるようキャリア教育の充実とグローバル

社会に対応できる人材の育成を目指した取組を推進します。 

 

基本目標１．確かな学力の向上 

 

子どもたちの豊かな情操、規範意識、自他の命、人格の尊重など社会性や道徳性を

育むとともに、体力向上や食育などの充実を図り、心身ともに健全な子どもを育成す

る取組を推進します。 

 

基本目標２．豊かな心・健やかな体の育成 

 

学校と地域が相互に連携・協働し、学校づくり、地域づくりに取り組むとともに、

地域人材の活用を図りながら地域ぐるみで子どもを育成する取組を推進します。 

 
 

 
 

基本目標３．地域と連携した教育活動の充実 

 

教職員が教育に関する専門的知識や実践的指導力を高めるための研修や研究活動

の充実を図ります。また、ＩＣＴを活かした授業力の向上や自主的に学び続ける教職

員を支援する取組を推進します。 

 

 

 
 

 

基本目標４．教職員の指導力の向上 

 

地域と連携した防犯・防災教育の充実、学校施設等の耐震化、老朽化対策を図り安

全・安心な教育環境を確保していきます。また、学校のＩＣＴ環境の充実と活用の促

進や教職員の多忙化解消などに取り組み、よりよい教育環境づくりを推進します。 

 

 

 
 

 
 

基本目標５．教育環境の充実 

 

教育施設や自治公民館などを拠点に様々な学習やスポーツ活動等を推進するとと

もにそれらを地域や次の世代に還元できるサイクルを構築し、全ての世代の市民が豊

かな学びを創出できるような取組を推進します。 

 
 

 
 

基本目標６．生涯をとおした学びの推進 

 

郷土の歴史や文化に親しみ、学ぶことにより郷土に誇りと愛着の心を育むことや貴重

な地域資料を保存、活用し、地域資源や人材を活かしたまちづくりの取組を推進します。 

 

 

 
 

 

基本目標７．郷土を学びつなぐ環境の充実 
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第二次宜野湾市教育大綱 体系図 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

〈基本方向〉 〈基本方針〉 〈理念〉 〈基本目標〉 

 

(１) 

生きる力を育

む“ひとづく

り” 

(２)       

学校に関わる

人たちが活動

をとおしてつ

ながる“学校

づくり” 

(３)       

地域が学びを

とおしてつな

がる“まちづ

くり” 

Ⅰ 未来を担う子ども

たちを強くたくましく

育成する 

(1)確かな学力と社会で

自立して生きていく

力、全ての子どもが将

来への夢や希望をもっ

て歩んでいく姿勢を育

みます。 

(2)他者を思いやる心、豊

かな感性、すべての命

を尊重して行動する力

など、豊かな人間性や

高い道徳性を育みま

す。 

(3)生涯にわたってたく

ましく生きるための健

やかな体を育成しま

す。 

(4)伝統と文化を尊重し、

それらを育んできた郷

土に誇りと愛着をもつ

とともに、国際感覚と

多様性を受け入れる力

を育みます。 

Ⅱ 子どもたちを市民

総ぐるみで育成する環

境をつくる 

(1)子どもたちの豊かな

学びを支える教育環境

づくりを推進します。 

(2)地域ぐるみで子ども

の成長を支える環境づ

くりを推進します。 

 
 

学
び
合
い
、
未
来
を
切
り
拓
く
人
材
の
育
成 

 

 

１．確かな学力

の向上 

２．豊かな心・健

や か な 体 の  

育成 

３．地域と連携

した教育活

動の充実 

４．教職員の指

導力の向上 

５．教育環境の 

充実 

６．生涯をとお

した学びの

推進 

７．郷土を学び

つなぐ環境

の充実 

 

（教育振興基本計画） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 市花である菊の妖精で、人の話をしっかり 
聞く子になってほしいという願いが込めら 
れています。 

 

 

 

宜野湾市教育委員会のイメージキャラクター 

 

宜野湾市の特産である田いもの妖精で 

宜野湾市の子どもたちの勉強や才能が 

伸びるようにと願いが込められています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


